
主体的・対話的で深い学びの実現を目指す
課題解決的な学習の授業づくり

・「令和の日本型学校教育」から考える
・深い学びの単元を構想する
・主体的・対話的で深い学びを目指す
・学習評価から授業を考える

国士舘大学 澤井陽介





中央教育審議会「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）

個別最適な学び
（個に応じた指導）

協働的な学び新たなICT環境

学習指導要領の趣旨の実現





主体的に
学ぶ子供

学習内容や教材のおもしろさ、身近さ

教師の関わり・評価

外部人材の活用

体験的活動

環境・場・ICT機器等の設定

協働性（相互作用）

課題（問い）

学習状況の自覚・学習の見通し

選択・自己決定の場面

学習方法の定着（自信）

過去の学習時の満足感、達成

安心できる集団の雰囲気



学習課題

まとめ

どんな～だろう

こんな意味があった

状況状況 事実

どんな取組が大切だったか

事
実
を
蓄
え
て

意味を
考える

こ
う

し
よ
う

こ
う

し
よ
う

こ
う

し
た
い

予想 予想 予想



単元の学習課題 ： ○○はどのように～だろう。

疑問 気付き 疑問 気付き

これを調べれば
分かるはずだ

たぶんこれと
関係あるん
じゃないか

私はこのこと
を調べていく





大人になったらできると考えたこと

今の自分でもできると考えたこと

自
分
だ
け
で
も
で
き
る
と
考
え
た
こ
と

社
会
全
体
で
協
力
し
て
こ
そ
で
き
る
と
考
え
た
こ
と









文部科学省・総務省「学びのイノベーション」（平成23年～）イメージより



2 深い学びの単元を構想する
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深い学びのイメージ



核家族化について話し合う

高齢化の問題点について
話し合う

地方公共団体の働きについ
て調べる（コミュセン）

租税の役割、必要性につい
てまとめる

選挙について調べる

国の政治の働きについて
調べる

選挙制度の問題点について
話し合う

裁判員制度について調べる

単元の学習のまとめ
について話し合う

高齢化の問題点について
話し合う

政治の働きは、私たちの生活上（社会）の
課題をどのように解決しているのだろう

市役所は高齢化の課題にどのように
対応しているか（コミュセン）

こうした施設やサービスはどのように
決められているか（選挙、国の施策）

国の政治の仕組みはどのようになっ
ているか

私たちは政治の働きにどのように
関わることができるのか

投票率、裁判員制度などについて
調べ、自分の考えをまとめる

政治の働きと自分たちの生活との関
わりについてまとめる

【単元の目標】 政治の働きと国民生活との関わりを考え、我が国の政治の仕組みを
大まかに理解し、日常生活における政治の働きに関心を高めるようにする。

小
学
校
社
会
科

第
6

学
年

我

が
国
の
政
治
の
働
き



見方・考え方とは

位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々
の相互関係など（視点）に着目して社会的事象を捉え、
比較・分類したり総合したり、地域の人々や国民の生活
と関連付けたりすること（考え方）

各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方

『小学校学習指導要領解説総則編』(平成29年)

『小学校学習指導要領解説社会編』(平成29年)



社会的事象の見方・考え方

社会的事象を、
位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々の相互関係
などに着目して捉え、
比較・分類したり総合したり、
地域の人々や国民の生活と関連付けること

社会的事象の歴史的な見方・考え方

社会的事象を、
時期，推移などに着目して捉え、
類似や差異などを明確にし、

事象同士を因果関係などで関連付けること

小学校

歴史的分野

社会的事象の地理的な見方・考え方

社会的事象を、
位置や空間的な広がりに着目して捉え、

地域の環境条件や地域間の結び付きなどの地域と
いう枠組みの中で、人間の営みと関連付けること

地分野理的

現代社会の見方・考え方
社会的事象を、

政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、
よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する

概念や理論などと関連付けること

公民的分野

中学校

社会的な
見方・考え方



社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、
地域の環境条件や地域間の結び付きなどの地域という枠
組みの中で、人間の営みと関連付けること

『中学校学習指導要領解説社会編』(平成29年)

社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や
差異などを明確にし、事象同士を因果関係などで関連付
けること

社会的事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点
（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構
築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念
や理論などと関連付けること



○関東地方の主な都市の位置
と名称を確認

○世界との結び付きから日本の
中心であることに関心

○暮らしやすさランキングから
「暮らし」に関心

○多摩ニュータウンの立地条件
を考え仮説を立てる

○資料から情報を読み取り説明
する。
○大都市の課題解決について
話し合う。

○都市部での課題の解決に向
けた取組を理解する。

○資料を基に発表する。

人口が多い関東地方の特色を「暮らしやす
さ」から考察し、その秘密を解き明かそう

暮らしやすい町づくりを進めるために
必要なことをまとめ提案しよう。

○暮らしやすい町づくりを進める
ために必要なことについて自
分の考えをまとめる。

課
題
把
把

課
題
追
究

課
題
解
決

○関東地方の主な都市の位置
と名称を確認

○世界との結び付きから日本の
中心であることに関心

○多摩ニュータウンの立地条件
や「暮らしやすさランキング」
を例に関東地方の地域を選
んで暮らしやすさを調べる。

○人口集中地域は、暮らしやす
さだけでなく課題を抱えている
ことを知り、課題とその解決策
（取組）について調べる。

位置や空間的な
広がりに着目

地域の環境条件
と人々の営みを
関連付ける

地域間の結び付
きと人々の営み
を関連付ける

地
理
的
分
野
・
日
本
の
諸
地
域

関
東
地
方



○少子高齢化と財政の問題は、
将来の私たちにどのような影響
を及ぼすのだろうか。

○なぜ、政府は民間企業でも供
給できる財やサービスを提供し
ているのだろうか。

○租税には、どのような意義と
役割があるのだろうか。

○社会保障制度はどのような仕
組みで、どのような役割を果たし
ているのだろうか。

少子高齢社会が進む中、租税にはどのような
役割があり、どのように使われるべきか

○少高齢化が進行する中で、ど
のように財源を確保し、どう配分
したらよいのだろうか①

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

○少高齢化が進行する中で、ど
のように財源を確保し、どう配分
したらよいのだろうか②

○単元のまとめ

○少子高齢化と財政の問題は、
将来の私たちにどのような影響
を及ぼすのだろうか。

○なぜ、政府は民間企業でも供
給できる財やサービスを提供し
ているのだろうか。

○租税には、どのような意義と
役割があるのだろうか。

○社会保障制度はどのような仕
組みで、どのような役割を果たし
ているのだろうか。

○少高齢化が進行する中で、ど
のように財源を確保し、どう配分
したらよいのだろうか。

課
題
解
決

未来の日本、どう考えていくべきだろうか
あなたの考えをまとめよう

課
題
把
握

課
題
追
究

効率と公正に
着目して

個人の尊重と
法の支配など
に着目して

公
民
的
分
野
・
国
民
の
生
活
と
政
府
の
役
割

効率と公正、
希少性などに
着目して



単元づくり演習のイメージ

単元等の目標：
三つの資質・能力を踏まえて、それらを相互に関連
させながら育成を図るイメージで描く。

出合いの情報や資料 子供の反応(気付き、疑問）

単元等の学習課題（Ｑ）：

生徒の見通し 生徒の見通し

単元の学習のまとめに向かう課題（ｑ）：

単元等の学習のまとめ（Ａ） 単元等全体の振り返り

評価の観点・評価規準

～に着目して１時間（コマ）の課題（ｑ）：

１時間（コマ）の課題（ｑ）：

１時間（コマ）の課題（ｑ）：

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

～に着目して

～と関連付けて

評価の観点・評価規準

評価の観点・評価規準

評価の観点・評価規準

評価の観点・評価規準

評価の観点・評価規準

評価の観点・評価規準







知識

技能

思考力、
判断力、
表現力等

学びに
向かう力

見方・

考え方

興味や関心

問題意識

解決への意欲

達成感・成就感

社会生活に生かさ
れる見方・考え方
（問いかけ、解釈）

知識や技能の活用

概念やより高度な技能
の獲得・習熟Ｑ Ａ



位置や分布

地理的分野の問いの例

それはどこに位置するか、分布するか

場所 それはどのような場所なのか

人間と自然環境と
の相互依存関係

そこでの生活は、周囲の自然環境からどのような影響を受けて
いるか、周囲の自然環境にどのような影響を与えているか

空間的相互
依存関係 そこは、それ以外の場所とどのような関係をもっているか、なぜ

そのような結び付きをしているのか

地域 その地域はどのような特徴があるのか、この地域と他の地域では
どこが異なるか、なぜそうなったか、どのような地域にすべきか



時期

歴史的分野の問いの例

いつ（どこで、誰によって）おこったか

推移 前の時代とどのように変わったか

類似や差異 どのような時代だったのか

因果関係
どのような影響を及ぼしたか

歴史を振り返り、よりよい未来の創造のため
に、どのようなことが必要とされるのか

なぜそのような判断をしたと考えられるか

なぜおこった（何のために行われた）か



公民的分野の問いの例

よりよい決定の仕方とはどのようなものであるか

なぜきまりが作られるのか、私たちにとってきまりとは何か

なぜ市場経済という仕組みがあるのか、どのような機能があるのか、
なぜ金融は必要なのか、どうしてそのような仕組みがあるのか

人間の尊重とはどういうことか、それはどんな方法で実現できるのか

なぜ法に基づいて政治が行われることが大切なのか

民主政治をよりよく運営していくためにはどのようなことが必要か

世界の国々ではどのような協力が行われているのか

地球上にはどのような問題が存在し、その解決に向けて国際社会は
どのような取組を行っているか、今後どのようなことができるか

対立と合意、
効率と公正など

分業と交換、
希少性など

個人の尊重と
法の支配、
民主主義など

着目して

協調、持続
可能性など
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学習活動・内容 手立て・留意点等

○ 市内の主な生産物を知る。

資料：主な生産物を位置付けた市の白地図
☆種類や分布に着目して市の盛ん
な生産物を捉える。

☆地域の人々の生活と関連付ける

○ 和菓子作り工場を調べる計画を
立てる。

○ 和菓子工場を見学する。

○ 調べたことを基に、働く人の工
夫点、努力点を考える。

手立て：調べたこと（工夫点、努力点）を
板書し「消費者」という言葉とつなげて
表現するように助言する。

Ｑ：なぜ、こんなに衛生面に気をつけているのだろう

Ｑ：なぜ、こんなにたくさんの種類をつくっているのだろう。

Ｑ：どこにどんな工場が集まっているだろう。

単元の目標：生産物の種類や分布、生産の工程に着目して、○○市の和菓子生産の様子を理解する。



『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に
関する参考資料（中学校
社会）」（国立教育政策
研究所・2020．3）より



3 主体的・対話的で深い学びを目指す



目単元等の展開

対話的
な学び

深い学び

見
方
・

考
え
方
を

働
か
せ
る

学
び

主体
的な
学び

Ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

深い学びを目指す2つのルート



単元づくりのイメージ

単元等の目標：
三つの資質・能力を踏まえて、それらを相互に関連
させながら育成を図るイメージで描く。

出合いの情報や資料 子供の反応(気付き、疑問）

単元等の学習課題（Ｑ）：

子供の予想 子供の予想 子供の予想

１時間（コマ）の課題（ｑ）：

単元の学習のまとめに向かう課題（ｑ）：

単元等の学習のまとめ（Ａ） 単元等全体の振り返り

学習活動・資料等

対話
的な
学び

１時間（コマ）の課題（ｑ）：

１時間（コマ）の課題（ｑ）：

１時間（コマ）の課題（ｑ）：

学習活動・資料等

学習活動・資料等

学習活動・資料等

学習活動・資料等

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

主体
的な
学び

単元等の評価：

深い
学び

「知識及び技能」「思考・判断・表現」「主体的に
学習に取り組む態度」の三つの観点で描く



1 課題は子供に届いていたか

2 対話は成立していたか

3 全員が本時の目標を実現したか

4 子供は満足・納得したか

力を合わせる必要感
（迷う・困る・選ぶ場面など）

子供の疑問（問い）や予想

子供の学びの価値付け

適切な振り返りの場面

１コマ（４５分・５０分）の授業を見る目線



対話的

主
体
的

・教師の問い
（課題）は届
いているか。

・子供は見通
しをもってい
るか。

・子供の思考
の流れに沿っ
ているか。

・子供同士の発言はどう
つながっているか。

・意見の違いが板書など
で整理されているか。

・課題や教師の発問に正
対しているか。

・目標の実現に向かっているか。

・考える場面は（焦点化され）設
定されているか。

・学習のまとめは子供が行ってい
るか。



主体的に
学ぶ子供

学習内容や教材のおもしろさ、身近さ

教師の関わり・評価

外部人材の活用

体験的活動

環境・場・ICT機器等の設定

協働性（相互作用）

課題（問い）

学習状況の自覚・学習の見通し

選択・自己決定の場面

学習方法の定着（自信）

過去の学習時の満足感、達成

安心できる集団の雰囲気





小さな結論
（グループ）

小さな結論
（グループ）

小さな結論
（グループ）

大きな結論
（学級全体）

子供の文脈・言葉

既習事項や知識の
活用

教科等の言語の習得
概念等の形成

共通言語の獲得
・視野の広がり
・確かな理解



A 今の日本は豊かである B 今の日本は豊か

とは言えない

自分の生き方

を考える

・GDPは世界３位

・災害復興が早い

・日本人は勤勉、教育が権利
寿命が長い、医療高度・
医療費安い、

・水がきれい、食料豊か

・工業国で信用高い、
円は安全資産

・自殺が多い、ストレス社会
多様性に不寛容、自己肯定感低い

・残業、労働環境悪い、
個のGDP低い（低賃金）
ブラック企業

・子供の貧困、食事環境悪

・人口減少、子供産みづらい
環境

・政府への信頼度低い

・財政赤字、食料自給率低下

国民や企業
が努力すべ
きこと

国（政治）
が努力すべ
きこと

生活環境
の豊かさ

経済的豊
かさ

心（精神）
の豊かさ

Q 本当の豊かさとは何だろう

・戦争がない、政治の支援がしっかり

・道徳心・規範意識が高い

・自然災害多い



4 学習評価から授業を考える



関係資料

①『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』

（中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会報告
平成31年1月）

②『小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校に
おける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善
について（通知）』

（文部科学省初等中等教育局長通知 平成31年３月）

③『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関す
る参考資料』）（国立教育政策研究所 令和２年３月）
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学びに向かう力

思考力・判断力等 知識及び技能
表現力

人間性等

育成を目指す資質・能力

評価は技術
である

説明責任は
妥当性による



単元の目標 （資質・能力の三つの柱を踏まえて）

単元の評価規準表 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

①

②

①

②

①

②指導と評価の計画

具体的な学習活動

具体的な学習内容

学
習
過
程

【知】①

【思】①

【態】①

【知】②

【思】②

【態】②

指導上の留意点・評価学習活動・学習内容



評価規準の具体化によって、資質・能力の実像が見える

①目標 ②評価規準

③予想（期待）する子供の反応

発問（問いかけ）

資質・能力が
見えてきます



本時の評価の実際

単元等の評価規準表の評価規準

例：～の働きの大切さを考え、文な
どで表現している。

例：「○○と△△を関連付けて考え、
～の働きについて、大切であること
例を挙げて表現しているか」を評価
する。（ノートの記述内容から）

○評価資料(材料）
（ノートやワークシートの記述
内容、発言内容、作品など）

○判断基準
・どのように関連付けているか
・どのような例を挙げているか
・大切さをどのように表現して
いるか など

本時における実際の評価規準

評価方法

単元等の目標

例：～する活動を通して、～の働き
を考え表現できるようにする。



タイトル

Ｑ①：右の資料①から分かることを書きましょう。

掲載された資料①年 組 氏 名

Ｑ②：なぜ～なのか。自分の考えを書きましょう。

Ｑ④：資料②③を参考に学習の
まとめを書きましょう。

私は、

Ｑ③：グループで話し合って、参考に
なった意見を書きましょう。

さん

掲載された資料② 掲載された資料③

今日の学習をふりかえって
学習感想を書きましょう

ワークシート例



ノート例









『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に
関する参考資料（中学校
社会）」（国立教育政策
研究所・2020．3）より



『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に
関する参考資料（中学校
社会）」（国立教育政策
研究所・2020．3）より







第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 総括

知識・技能 C C B B

思考・判断・表現 B B B

主体的に学習に
取り組む態度 B B A A

単元の評価の「総括」イメージ

記録

指導



○評価する場面や頻度について

・日々の授業の中では、学習状況を把握して指導に生かすことを重視し、

記録については、原則として単元などのまとまりごとに、それぞれの実

現状況が把握できる段階で。

・それが適切な場合には、単元ごとに全ての観点ではなく、複数の単元に

渡って長期的な視点で評価することも可能。

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」より
中央教育審議会初等中等教育分科会 （２０１９．１．２１）



評価規準
「概ね満足できる」状況と
判断されるもの（B）

「努力を要する」状況と
判断されるもの（C）

「十分満足できる」状況と
判断されるもの（A）

即
時

授
業
後

目標



学習評価の基本的な考え方
―指導と評価の一体化―

（２） 指導したこと（の評価）を記録に残す

（１） 評価したことを指導に生かす

目標の実現を目指し資質・能力を育成する

指導した結果を記録（ABC）に残し評定へ

指導の在り方を振り返り指導改善に生かす



政治の働きは、私たちの生活とどのように関わっているか
関係図に説明を入れてまとめましょう。→【知②】

なぜ税金を納めることが大切なのだろう。
図を使って説明しましょう。→【思②】



人々の関係を図にまとめましょう。→【知②】

なぜ様々な立場の人が連携する必要があるでしょう。
図を使って説明しましょう。→【思②】





「主体的に学習に取り組む態度」の評価

『「指導と評価の一体化」のため学習評価に関する参考資料』国立教育政策研究所 （2020．3）より



『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』
（中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会報告 平成31年1月） より

「主体的に学習に取り組む態度」については、挙手の回数や
ノートの取り方などの形式的な活動ではなく、児童生徒が「子
供たちが自ら学習の目標を持ち、進め方を見直しながら学習を
進め、その過程を評価して新たな学習につなげるといった、学
習に関する自己調整を行いながら、粘り強く知識・技能を獲得
したり思考・判断・表現しようとしたりしているかどうかとい
う、意思的な側面を捉えて評価することが求められる」



○「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

➀「粘り強い取組を行おうとする側面」

➁「自らの学習を調整しようとしている側面」（自らの学習状況を把握し

学習の進め方について試行錯誤するなど） の両面を評価する。

・他の観点との関連性が強いので、単元末や学年末には観点ごとのばらつ

きは生じない。生じる場合には、指導改善を図る。

・低・中学年では、教師が「めあて」など、分かりやすい言葉で示し、自分なり

に様々な工夫を行おうとしているか、他の児童との対話を通して自らの考

えを修正したり、立場を明確にして話していたりする点を評価する。

・自らの理解の状況を振り返ることができるような発問の工夫、自らの考えを

記述したり、話し合ったりする場面、他者との協働を通して自らの考えを相

対化する場面などを工夫する。

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」より
中央教育審議会初等中等教育分科会 （２０１９．１．２１）



･自分の成長…予想したこと（始めの考え）と結果として分かったこと

（最終的な考え）を比べて

・学習活動への感想…話し合ったこと、体験したことなどについて心
に残ったことや考えたこと、友達の意見への共感など

・学習課題を超えた気付き…運動の楽しさ、音楽のよさ、産業の大切
さなど教科等が目指すものへ

・次の学習への見通し・意欲
…今日の授業では分から(確かめられ)なかったこと、
次に調べてみたくなったこと、次にやるべきこと

・未来への意思表明…学んだことを基に自分の行動や生活への意思

振り返りのイメージ



○評価する場面や頻度について

・日々の授業の中では、学習状況を把握して指導に生かすことを重視し、

記録については、原則として単元などのまとまりごとに、それぞれの実

現状況が把握できる段階で。

・それが適切な場合には、単元ごとに全ての観点ではなく、複数の単元に

渡って長期的な視点で評価することも可能。

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」より
中央教育審議会初等中等教育分科会 （２０１９．１．２１）







地理的分野

Ｃ（４）地域の在り方

ア (ｱ)  地域の実態や課題解決のための取組を理解すること

(ｲ)  地域的な課題の解決に向けて考察、構想したことを適切に説明、

議論しまとめる手法について理解すること。

イ (ｱ) 地域の在り方を、地域の結び付きや地域の変容、持続可能性な

どに着目し、そこで見られる地理的な課題について多面的・多角的に

考察、構想し、表現すること。

指導のポイント中学校社会

○ 地域の在り方を考察できるような、適切な地域や課題を
○ 学習対象の地域と類似の課題が見られる地域と比較したり、
関連付けたりする

○ 自分の解釈を加えて論述したり、意見交換したりする



歴史的分野

Ｃ（４）現代の日本と世界

イ (ｳ) これまでの学習を踏まえ、歴史と私たちとのつながり、現在と未

来の日本や世界の在り方について、課題意識をもって多面的・多

角的に考察、構想し、表現すること。

指導のポイント中学校社会

○ これまでの学習と関わらせて考察、構想させるようにする
○ 社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、自らの考え
や意見を提案したり議論したりする

○ 歴史の大きな流れの中で現代の課題を考え続ける姿勢をもつ
ようにする



公民的分野

Ｄ（２）よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向けて、社会的な見方・考え方を働か

せ、課題を…

ア 私たちがよりよい社会を築いていくために解決すべき課題を多面的・

多角的に考察、構想し、自分の考えを説明、論述すること。

指導のポイント中学校社会

○ 身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ、世界的な
視野と地域的な視点に立って探究させる
○ 持続可能な社会を形成するためには、世代間の公平、地域間
の公平、男女間の平等、社会的寛容、貧困削減、環境の保全、
経済の開発、社会の発展を調和の下に進めていくことが必要で
あることを理解できるようにする



『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校社会）」
（国立教育政策研究所・2020．3）より


